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直積表で考える展開・因数分解・平方完成

1 はじめに

本校の生徒の中には小学校や中学校のときにに欠席が多く、中3で履修する展開や因数分解についてはほとんど

理解できていない生徒が多く入学してきます。そのため、教科書通りにはなかなか進めないこともあり、理解を促

すための工夫が必要だと強く感じています。

生徒の視覚的にうったえるような直積表が本質的な理解につながると感じ、授業を行いました。ちなみに、本校

の教科書は「高校数学I (実教出版．B5版)」を使用しています。

2直積表を用いた式の展開（例）

展開の方法としては、項を一つずつ掛けていく方法や、乗法公式を用いたものがありますが、直積表を使った展開

は分かりやすく、計算ミスが少なくなる効果的な方法だと思いました。

(1) (x+6)2=x2+12x+36
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(2) (q+6+c)2="2+62+C2+2q6+26C+2Cq
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(3) (x+y-2)(x+Jﾉ+2)=x2+2xy+y2_4
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3直積表を用いた因数分解（例）

教科書には因数分解の公式がいくつか紹介されています。しかし、展開の逆が因数分解であることを生徒に説明

しても、なかなかピンとこない生徒が多いのが現状です。そこで、視覚的にうったえる方法として、直積表を使っ

て授業を行いました。

ちなみに､共通因数でくくる因数分解では､直積表を使わず､教科書通りに授業をしました｡たとえば､苑2+3x

のような式では直積表を使ってもよいのですが、6α26－4α62のような式では直積表を使う方が生徒にとっては分

かりにくいので、教科書通りに共通因数を求めていきました。

(1) x2-8x+7=(x-1)(x-7)
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(2) 3x2+7x+2=(x+2)(3%+1)

たすき掛けよる因数分解も同様に、直積表で考えることができます。
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(3) (2x+y)2+(2x+y)-6=(2x+y+3)(2x+y-2)

教科書では2x+yをAと置き換えて因数分解しています。
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直積表で、 2x+Jﾉを文字で置き換えてもOKです。
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式の置き換えよりも直積表を使った方がずっと簡単に因数分解でき（4）1つの文字に注目する因数分解では、

ます。 教科書では ・

例秒一x+y-1を因数分解しなさい。

xy-x+y-1=(xy-x)+(y-1)

=(y-1)x+(y-1)

ここで, y-1=Aとおくと

Ax+J4=A(x+1)=(x+1)(y-1)
これを直積表で考えると、

Jノ －1 表の中の一xとyは逆にして

も同じ
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よって、"-x+y-1=(x+1)(y-1) になります。

教科書にはない（授業では扱わなかった）次のような問題についても、直積表を使って考えることができます。‐

(5) x2+2"+Jﾉ2+3x+3y+2=(x+Jﾉ+1)(x+y+2)
通常はxについて整理して、たすき掛けによる因数分解を行いますが、直積表を使うと非常にシンプルに解く

ことができます。
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3次式＝2次式×1次式なので、2×1の直積表になる(6) x3+y3=(x+y)(x2_xy+y2)
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4直積表を用いた平方完成

（1）教科書の平方完成についての記述は

y=xz+6x+5

=(x2+2×3x+32-32)+5
=(x+3)2-9-5

=(x+3)2-4
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のようになっていますが、このことを説明してもなかなか生徒は理解できません。

ｳ

そこで、直積表を使って次のように説明しました。

〆

画･6xを半分にして、3xと

3xにします。

・9から4を引いて5にし
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よって、y=x2+6x+5=(x+3)2_4となります。

授業では直積表を書いて平方完成をする方法を紹介しましたが、生徒はきちんと定着していたようでした。

また、授業では扱いませんでしたが、次のような問題も同じように考えることができます。
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(3) y=一苑2+6x-3=(x-3)(-x+3)+6=-(x-3)2+6
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5実際に授業をしてみて

中学校時代に展開や因数分解を全く理解できていなかった生徒が､直積表で因数分解をすらすらと解いていく姿

が見られました。特に、直積表を用いた平方完成は生徒にはかなり定着していました。しかし、その一方で、ノー

トに直積表を書くのに時間がかかる、あるいは面倒くさがり、結局､教科書通りに解く生徒もいました。もちろん、

教科書どおりに問題を解くのも全然構いませんが、できるだけ公式や解き方を暗記したりせず、きちんと自分の頭

で考え、理解してほしいと思っています。普段の授業ではそのようなことを意識しています。
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